
Microsoft アカウントは、マイクロソフトが提供する OneDrive、Skype、Outlook.com 
など様々なサービスへのサインイン時に使用する ID となるものです。メール アドレスと
パスワードの組み合わせで、Microsoft アカウントとして登録できます。

Microsoft アカウントの登録方法

2 最初にとろう！ Microsoft アカウント

■ Microsoft Store からアプリのダウンロードができる

Microsoft アカウントがあればできること

登録方法 1

登録方法 2

登録に必要なもの

今利用されている
メール アドレスで
登録する場合

新規作成する場合

インターネット回線がない場合

「新しいメール アドレスを取得」を
選択し、新しいメール アドレスを
作成し、登録を行ってください。

メール アドレスを入力し、
登録を行ってください。

※ Microsoft アカウントは 1 ユーザーごとに必要となります。
　 家族共有 PC の場合、家族の人数分の Microsoft アカウントを設定する必要があります。
※ Microsoft アカウントの作成時に、アカウントのセキュリティ強化のため、電子メールや電話番号による
　 連絡先情報の登録と確認が求められることがあります。この確認をスキップし、後から登録することも可能です。
※ Microsoft アカウントの詳細は http://www.microsoft.com/ja-jp/msaccount/  をご確認ください。

■ ビデオ通話、音声通話、インスタント メッセージ （Skype）や
　 Web メール（Outlook.com) が使える

■ オンライン ストレージ （OneDrive）に写真やファイルを保存し、
　 どこからでもファイルにアクセスしたり、友達と共有できる

Microsoft アカウントは、既にお持ちのメール アドレス（@yahoo.co.jp など）でも登録するこ
とができます。すでに Hotmail、 Windows Live、 Outlook.com、 Xbox Live で Microsoft 
アカウントをお持ちの方は、そのまま利用できます。

■ インターネット接続

同じアカウントでサインインするだけで自動的に同期
abc@outlook.com abc@outlook.com

■ 自分のテーマや
　 お気に入りなどが、
　 複数の PC 間で同期できる

■ Windows 10 搭載の PC へのサインインにも使用できる

無線 LAN （Wi-Fi）に接続する方法

1

2

スタート メニューの「メール」アプリを選択します。

1 スタート ボタンをクリックし、スタート メニューから
「設定」を選択します。または、タスクバー右の
「通知」から、「すべての設定」を選択します。

「アカウントの追加」から
追加したいアカウントを選択し、
メールアドレスや
パスワードなどの
情報を入力します。

メールの設定方法

2 「設定」から
「ネットワークとインターネット」を選択します。

3 「ネットワークとインターネット」から「Wi-Fi」を「オン」に設定し、
接続したいネットワーク名を選択します。

新世代の Web ブラウザー Microsoft Edge

1

2

スタート ボタンをクリックし、スタート メニューから
「設定」を選択します。または、タスクバー右の
「通知」から、「すべての設定」を選択します。

Windows 10 では、標準ブラウザーが Internet Explorer から Microsoft Edge 
に変わりました。Web ページに直接メモの書き込みを入れたり、読み取りビューの
すっきりしたレイアウトでオンライン記事を快適に読むことができます。

「ヒント」アプリで確認する方法

「問い合わせ」アプリで確認する方法
スタート ボタンをクリックし、スタート メニューから「問い合わせ」アプリを起動すれば、
チャットによるサポートを受けることができます。

スタート ボタンをクリックし、スタート メニューから「ヒント」アプリを起動すれば、
Windows 10 の基本操作や新機能を確認できます。

「設定」から「デバイス」を選択します。

プリンターに接続する方法

3 「プリンターまたはスキャナーを追加します」から接続したい
プリンターを選択します。

これだけは知っておこう！

ペンやマウス、指で
直接書き込める

表示の切り替えなど
各種設定ボタン

「メモを追加する」を選択

3 やってみよう！ インターネットとメール 4 Windows 10 の使い方に困ったら5

※ Windows 10 には、Microsoft Edge だけでなく、Internet Explorer も搭載されています。

「Microsoft アカウントを使わずにサインインする」を選び、「ローカル アカウント」を
作成することもできますが、上記 Microsoft アカウントがあればできることはできません。
後から「Microsoft アカウント」に変更することもできます。

テーマ、
お気に入り、設定、
アプリなど

オンラインの Microsoft Store で
買い物をする際に使用できるプリ
ペイド式のカードです。クレジット
カードを利用することなく、かんたん
にコンテンツを購入できます。

お客様の Microsoft アカウントにチャージ（登録）
することにより、アプリ、ゲーム、音楽、映画、テレビ
番組などお好きなコンテンツを購入いただけます。

※ プリペイドカードのデザインは変更となることがあります。
※ Microsoft Store プリペイドカード、Xbox プリペイドカードともにMicrosoft Store でご使用いただけます。

エンタメを気軽に楽しむなら
Microsoft Store 用プリペイド カード

Windows 10
ステップ by ステップでわかる

カンタン操作ガイド

1

2

3

4

5

使いやすさはそのままに、
さらにパワーアップした Windows 10

最初にとろう！Microsoft アカウント

やってみよう！インターネットとメール

これだけは知っておこう！

Windows 10 の使い方に困ったら

・ 新機能
・ Office の主なコツ

・ 情報を整理する
・ Web を個人用に設定する

・ PC を保護する
・ Windows のキーボード ショートカット

以下のようなことが確認できます。
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